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石こう版画ワークショップ
－鋳型を用いたワークショップの開発と実践－
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①下絵用紙 ②黒画用紙 ③アクリル板 ④ニードル
⑤焼石膏（250g） ⑥ウエス ⑦割り箸 ⑧塩（3g）












































































図22 鋳型への石膏の流し込み 図23 フックの埋め込み
図25 刷りが完成したところ
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図28 ワークショップの様子 図29 ワークショップの様子
図30 ワークショップの様子 図31 ワークショップの様子
図32 ワークショップの様子 図33 ワークショップの様子





























図36 参加者の作品 図37 参加者の作品
図38 絵馬のワークショップの様子
図39 絵馬の参考作品
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今後も「石こう版画ワークショップ」を、テーマや規模、対象等を変えながら、様々なかたちで実施し
ていく予定だが、本研究での成果を反映させていく一方で、毎回一連の活動について吟味する姿勢を持ち
続け、「石こう版画ワークショップ」を、多くの楽しみ方ができるものに育てていきたい。
5．おわりに
「石こう版画ワークショップ」の刷りあがりの場面で、参加者がそれぞれの作品を見てあげる歓声が印
象的だった。この歓声は、独特な絵肌の石膏板に自分の絵が印刷されていることが不思議だったからかも
しれないが、一番は、版画がうまく刷れていたことが嬉しかったからだと認識している。アクリル板をニー
ドルで彫っていく製版作業は、特別困難ではないが握力がいる。大人でも腕の疲労や指の痛みを感じるこ
とがある上、刷りがうまくいかなかったり、思い通りの画面にならなかったりするので、自分が納得でき
る作品が刷れた時はより大きな喜びがある。
パソコンやスマートフォンが当たり前に身の周りにあり、あらゆるものがデジタル化し、便利さや効率
が重視される現代において、ものごとの実在感を体験する機会が徐々に減りつつあるように感じる。その
ような時代だからこそ、ワークショップを通して参加者が、自分の手で作品を一から作り、作品の艶や重
厚感に驚き、目の前で作品が完成する喜びを得る実体験が有意義だと考える。またこれらの活動が、参加
者ひとりひとりの人生を豊かにする経験の1つとしての役割を担うことができれば幸いである。
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